
小
学
校
の
入
学
案
内

　
来
春
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
 
平

成
二
十
年
四
月
二
日
Ό
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
生
ま
れ
 
の
家
庭
は
Ὶ
次
の
点
に
ご
留

意
く
だ
さ
い
Ί

◎
就
学
時
健
康
診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い

　
現
在
お
住
ま
い
の
学
区
の
小
学
校
で
就
学

時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
Ί
九
月
下
旬
ま
で

に

健
康
診
断
の
実
施
の
通
知

を
各
家
庭

に
お
送
り
し
ま
す
Ί
他
市
町
村
へ
転
出
予
定

の
方
も
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
Ί

▼
健
診
日
　
豊
山
小
学
校
　
十
月
二
日 
木
 ・

　
新
栄
小
学
校
　
十
月
九
日 
木
 ・
志
水
小

学
校
　
十
月
十
六
日 
木
 

◎
外
国
籍
の
方
は
届
出
を

　
外
国
籍
の
児
童
で
町
立
小
学
校
入
学
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
Ὶ
届
出
が
必
要
で
す
Ί
印

鑑
を
持
参
し
Ὶ
十
月
十
七
日 
金
 ま
で
に
学

校
教
育
課
学
校
教
育
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
Ί

◎
入
学
す
る
学
校
は
指
定
し
ま
す

　
小
学
校
名
Ὶ
入
学
期
日
を
指
定
し
た
入
学

通
知
書
は
Ὶ
来
年
一
月
中
に
各
家
庭
に
お
送

り
し
ま
す
Ί

◎
就
学
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す

　
就
学
全
般
に
関
し
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
Ί

障
が
い
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
の
就

学
に
つ
い
て
な
ど
Ὶ
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ

ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
　
Ԡ

28
・
２
２
１
１

 

昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
を
対
象
に
無
料
耐
震
診

断
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
Ί

　
無
料
耐
震
診
断
の
結
果

倒
壊
又
は
大
破

壊
の
危
険
あ
り

と
判
定
さ
れ
た
住
宅
を

一

応
安
全

の
基
準
に
す
る
た
め
に
耐
震
改
修

費
を
補
助
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
Ί
限
度
額

は
Ὶ
一
棟
あ
た
り
九
十
万
円
で
す
Ί
な
お
Ὶ

建
替
え
は
Ὶ
補
助
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
Ί

　
詳
し
く
は
都
市
計
画
課
地
域
振
興
係
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ί

▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
都
市
計
画
課
地
域
振

興
係
　
Ԡ
28
・
２
４
６
３

　
小
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
の
学
用
品
の

購
入
や
給
食
Ὶ
修
学
旅
行
な
ど
就
学
の
た
め

必
要
な
費
用
で
お
困
り
の
方
に
Ὶ
そ
の
費
用

の
一
部
を
援
助
し
ま
す
Ί

　
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
Ὶ
経

済
的
な
理
由
で
就
学
の
た
め
の
費
用
が
負
担

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
す
Ί

　
援
助
を
受
け
る
に
は
Ὶ
教
育
委
員
会
へ
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
Ί

▼
問
合
せ
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
　
Ԡ

28
・
２
２
１
１

無
料
耐
震
診
断
と
耐
震
改
修
費
の

一
部
補
助
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

小
中
学
校
の
学
用
品
に

必
要
な
費
用
を
援
助
し
ま
す

私
立
高
校
授
業
料
を

補
助
し
ま
す

広報とよやま平成26年9月号

町政あんない 6

町

政

あ

ん

な

い

　
私
立
高
等
学
校
等
に
通
う
生
徒
の
保
護
者

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
Ὶ
授
業
料
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
Ί

▼
対
　
象
　
十
月
一
日
現
在
Ὶ
町
内
在
住
で

私
立
高
等
学
校
 
通
信
制
の
課
程
を
除
く
 

ま
た
は
Ὶ
専
修
学
校
の
高
等
課
程
に
在
籍
す

る
生
徒
の
保
護
者
▼
金
　
額
　
授
業
料
を
負

担
す
る
方
の
平
成
二
十
六
年
度
市
町
村
民
税

課
税
総
所
得
金
額
の
区
分
に
応
じ
Ὶ
表
に
記

載
し
て
い
る
金
額
を
補
助
し
ま
す
▼
申
請
手

続
　
九
月
一
日 
月
 か
ら
学
校
教
育
課
学
校

教
育
係
で
交
付
申
請
書
を
配
布
し
ま
す
Ί
交

付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
十
月
一

日 
水
 か
ら
十
一
月
二
十
八
日 
金
 ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
　
学
校
教
育

課
学
校
教
育
係
　
Ԡ
28
・
２
２
１
１

橋の通行止めを行います橋の通行止めを行います
　中江川の改修工事に伴い河川幅

が広がるため、橋の架替え工事を

行います。


　期間中は、下図の橋（無名橋）と

中江川右岸堤防道路の通り抜けが

できません。

　ご迷惑をおかけしますが、ご理

解とご協力をお願いします。

　

区　間　無名橋と中江川右岸堤
　　　　防道路
 
期　間　10月上旬から平成27年
　　　　6月末（予定）
問合せ　建設課土木・農政係　
　　　　Ԡ28・0380 
　　　　愛知県尾張建設事務所　
　　　　河川整備課事業第2グ
　　　　ループ
　　　　Ԡ052・961・4420   

▼
▼

▼

市町村民税課税
総所得金額

補助額

市町村民税非課税
もしくは所得割額が０円

年額２万２千円

年額１万８千円

年額１万４千円

年額１万２千円

２００万円以下


５００万円以下


５００万円を超える

通行止め箇所

青山江川

青山下屋敷

通行止め
となる橋

中
江

川

中
江

川


